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論文審査の要旨 

 

本研究では、日本の保険診療データを集めた National Database （NDB）約１億人分を用い

て、透析患者を集計した。透析患者数は学会集計に比べ NDBが少なく(6-7%程度)、導入患者は

ほぼ同様の患者数であった。死亡者数は透析患者数と同様に NDB が少なった(6-10%程度)。血

液透析では NDB の患者数が少なく、腹膜透析では NDB の患者数が多かった。今後は薬剤の使

用状況や他の疾患の併発等、手術や治療についてより詳細で踏み込んだ分析が可能となることを

説明したものである。 

公聴会では、NDB ではなぜバリデーション研究が必要かとの質問に対して、リアルワールドデータの

分析は発達段階であり既存データと答え合わせをすることで社会的信用を得ることが重要との回答

であった。 

また、透析開始 1年以内の死亡が多いことの意味は何かとの質問に対しては、余命の短い症例への

透析導入の可能性も示すもので、透析導入の実態把握がより重要になるであろうとの回答であった。 

本研究の結果は有用なものであり、今後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価され、公聴

会における質疑も適切であり参考論文と合わせて学位を授与するに相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に寄与するところが

大きいと認める。 
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